
















































































































( 1 ) 実施方法と調査協力者
本学ビジネスマナー実践講座受講生(春学期)124名に対して，2016年 4
月の第 1回講座開始前(Pre)と 7月の第15回講座終了後(Post)にそれぞれ調






分析には IBM SPSS Statistics 22.0を使用した。








































作成した 9 項目を用いて分析した結果， 3 因子構造(抽出後の意累積寄与











表 2 受講動機因子分析結果 (主因子法・プロマックス回転)
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 共通性
第 1因子【興味・関心志向】α＝.795
D1-01_興味があり、ぜひ取りたいと思っていたから .909 .050 －.088 .605
D1-02_コミュニケーション力をつけたかったから .779 .031 .120 .530
D1-03_ビジネスに必要なマナーを習得したかったから .605 －.118 .018 .342
第 2因子【居心地志向】α＝.684
D1-08_友人と一緒に受講したかったから －.127 .780 －.044 .359
D1-09_何となく楽しそうだと思ったから .266 .603 －.063 .327
D1-07_先輩や周囲の評判が良かったから －.103 .595 .184 .377
第 3因子【単位楽々志向】α＝.726
D1-06_試験がなかったから .073 －.066 .858 .387
D1-04_実技科目で単位が取得しやすいと思ったから －.029 .093 .652 .384
固有値 1.987 1.904 .622














表 3 対人マナーへの自信と心構え因子分析結果 (主因子法・プロマックス回転)
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 共通性
第 1因子【基本マナーへの自信】α＝.869
PoM2-08_報告、連絡、相談を理解している .836 －.033 －.081 .562
PoM2-02_お辞儀・立ち居振る舞い等がきちんとできる .777 .093 －.149 .605
PoM2-07_電話応対や接客応対の基本を理解している .739 －.069 －.044 .512
POM2-09_職場での基本的なマナーを理解している .729 －.032 .110 .590
POM2-05_適切に敬語を使うことができる .698 .000 .063 .507
POM2-03_服装や身だしなみ等がきちんとできる .453 .168 .232 .643
第 2因子【上級マナーへの自信】α＝.818
POM2-04_明るい表情でハキハキ話すことができる －.096 .979 .010 .643
PoM2-01_初対面でもさわやかな挨拶がきちんとできる .050 .796 －.108 .627
POM2-06_相手にも配慮した上で自己主張ができる .284 .426 .100 .488
第 3因子【授業への心構え】α＝.765
POM2-11_必要な準備物や提出物を忘れたりしない －.125 .035 .924 .566
POM2-10_無断欠席や遅刻等はしない －.027 －.097 .719 .428
POM2-12_他人の迷惑になると思う行為は慎んでいる .237 －.002 .530 .465
固有値 4.953 1.316 .712









た結果， 4 因子構造(抽出後の意累積寄与率 63.14%)となった(表 4 )。分析に





















表 4 コミュニケーションスキル因子分析結果 (主因子法・プロマックス回転)
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 共通性
第 1因子【友好的な関係構築】α＝.931
RPOCS3-20_相手の意見や立場を尊重する .966 －.176 .017 .035 .827
RPOCS3-19_相手の意見をできるかぎり受け入れる .908 －.180 .091 －.008 .823
RPOCS3-22_人間関係を良好な状態に維持するように心がける .851 .026 －.122 .094 .779
RPOCS3-21_人間関係を第一に考えて行動する .812 .075 －.027 －.021 .738
RPOCS3-17_相手の意見や立場に共感する .725 .039 .303 －.303 .683
RPOCS3-18_友好的な態度で相手に接する .641 .230 .068 －.046 .708
RPOCS3-23_意見の対立による不和に適切に対処する .579 .158 －.180 .309 .784
RPOCS3-24_感情的な対立による不和に適切に対処する .431 .155 －.048 .349 .761
第 2因子【自己表現】α＝.896
RPOCS3-05_自分の考えを言葉でうまく表現する －.153 .852 －.143 .227 .707
RPOCS3-13_会話の主導権を握って話を進める .165 .796 －.134 －.120 .663
RPOCS3-14_周りとは関係なく自分の意見や立場を明らかにする －.037 .786 .101 －.121 .612
RPOC30-06_自分の気持ちをしぐさでうまく表現する .010 .752 .094 －.089 .662
RPOC30-07_自分の気持ちを表情でうまく表現する －.140 .681 .204 －.201 .603
RPOCS3-16_自分の主張を論理的に筋道を立てて説明する －.102 .636 .003 .235 .619
RPOCS3-15_納得させるために相手に柔軟に対応して話を進める .159 .586 .034 .155 .718
RPOCS3-08_自分の感情や心理状態を正しく察してもらう .158 .564 .130 －.092 .578
第 3因子【解読力】α＝.873
RPOCS3-10_相手の気持ちをしぐさから正しく読み取る .038 .024 .897 .080 .904
RPOCS3-11_相手の気持ちを表情から正しく読み取る －.010 －.016 .890 .160 .887
RPOCS3-09_相手の考えを発言から正しく読み取る －.042 .144 .624 .147 .675
RPOCS3-12_相手の感情や心理状態を敏感に感じ取る .088 .068 .415 .091 .521
第４因子【自己統制】α＝.791
RPOCS3-02_自分の感情をうまくコントロールする .043 －.110 .134 .820 .682
RPOCS3-01_自分の衝動や欲求を抑える －.080 －.090 .184 .773 .658
RPOCS3-03_善悪の判断に基づいて正しい行動を選択する .249 .011 .118 .373 .486
固有値 10.261 1.748 1.422 1.093
因子間相関 1 .616 .523 .551
2 － .463 .508





表 5 受講動機による平均と分散分析(対人マナᴷへの自信と心構え)Pre・Post 結果
授業前(Pre) 授業後(Post)










興味・関心志向 109 2.86 0.865 109 3.64 0.661 F(1,107)＝151.1 *** .585
居心地志向 94 2.89 0.877 94 3.65 0.681 F(1,92)＝104.06 *** .531










興味・関心志向 111 2.78 0.880 111 3.44 0.811 F(1,109)＝93.886 *** .463
居心地志向 95 2.80 0.897 95 3.44 0.815 F(1,93)＝61.932 *** .400








興味・関心志向 110 3.93 0.791 110 4.10 0.746 F(1,108)＝6.369 * .056
居心地志向 95 3.98 0.777 95 4.13 0.774 F(1,93)＝1.13 ns .012
単位楽々志向 111 3.92 0.802 111 4.09 0.761 F(1,109)＝7.504 ** .064
注 1：* p＜.05，** p＜.01，*** p＜.001
注 2：nは人数，mは平均値，sd は標準偏差を意味する
表 6 受講動機による平均と分散分析(コミュニケーションスキル)Pre・Post 結果
授業前(Pre) 授業後(Post)









興味・関心志向 107 4.45 0.946 107 4.87 0.884 F(1,105)=37.383 *** .263
居心地志向 92 4.44 0.957 92 4.85 0.900 F(1,90)=24.981 *** .217





興味・関心志向 107 3.62 0.988 107 4.25 0.904 F(1,105)=82.394 *** .440
居心地志向 93 3.60 1.008 93 4.24 0.892 F(1,91)=77.066 *** .459




興味・関心志向 109 4.32 1.063 109 4.74 0.946 F(1,107)=19.544 *** .154
居心地志向 94 4.32 1.051 94 4.70 0.943 F(1,92)=7.655 ** .077





興味・関心志向 109 4.49 0.953 109 4.80 0.974 F(1,107)=15.786 *** .129
居心地志向 95 4.47 0.948 95 4.83 0.973 F(1,93)=8.394 ** .083
単位楽々志向 94 4.49 0.972 94 4.77 0.954 F(1,92)=7.355 ** .074
注 1：* p＜.05, ** p＜.01, *** p＜.001
注 2：nは人数，mは平均値，sd は標準偏差を意味する
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